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【はじめに】 

放射線測定器には温度依存性を持つものがある。その中でもサーベイメータは携帯型の放射線測定器であり、

様々な環境下での測定が想定される。どのような環境下においても正確な測定を可能にするためには、測定器

の温度依存性についての把握が重要となる。サーベイメータの中でも、NaI(Tl)シンチレーションサーベイメータ

などは温度依存性に関する検討がなされている。しかし、GMサーベイメータの温度依存性に関する研究報告は

ない。 

そこで本研究では、新型、旧型2つの日立製GMサーベイメータに関して、温度依存性の有無を検討した。ま

た、比較対象としてプラスチックシンチレーションサーベイメータに関しても温度依存性の有無を検討した。 

 

【方法】 

電気ヒーターやエアコンを用いて実験室の室温を変化させながら、2つのGMサーベイメータと1つのプラスチ

ックシンチレーションサーベイメータを用いて測定を行った。GMサーベイメータは新型としてTGS-1146、旧型と

してTGS-146、プラスチックシンチレーションサーベイメータはTCS-1319Hとどれも日立製のものを使用した。専

用の器具を用いて幾何学的条件は同一となるようにし、β線源としてはSr線源を使用した。バックグラウンドとSr

線源をそれぞれ30秒ごとに10回測定を行い、Sr線源のカウントからバックグラウンドの平均値を差し引いたものを

真の値として使用した。また、再現性の確認を行うために、それぞれについて変動係数の算出を行った。こうして

得られた結果から、10℃ごとのカウントの変化量、室温とカウント・変動係数の相関係数を算出し、温度依存性の

評価を行った。 

 

 

【結果】 

まずは10℃ごとのカウントの変化量について示す。新型GMサーベイメータでは約2%の減少、旧型GMサーベ

イメータでは約6%の減少、プラスチックシンチレーションサーベイメータでは約1%の減少となった。 

次に、室温とカウントの相関について示す。GMサーベイメータでは新旧どちらも負の相関が見られ、プラスチ

ックシンチレーションサーベイメータは弱い負の相関が見られるという結果となった。 

最後に室温と変動係数の相関について示す。新旧2つのGMサーベイメータ、プラスチックシンチレーションサ

ーベイメータすべてにおいて相関が見られなかった。また、毎回の測定で変動係数は4%を下回り、再現性は良

好であった。 

また、旧型GMサーベイメータは35℃付近にて不具合が生じることがあった。 

Fig.2 旧型GMサーベイメータ 
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Fig.1 新型GMサーベイメータ 
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【考察】 

新型、旧型どちらのGMサーベイメータに関しても、室温とカウントに負の相関が見られた。また、新型では

10℃ごとに約2%、旧型では約6%カウントが減少していたことから、GMサーベイメータは温度変化に多少の影響を

受ける可能性があると言える。特に旧型では、カウントの減少が大きく、高温では測定が行えないこともあり、使

用の進んだGMサーベイメータほど比較的温度変化による影響を受けやすいと考えられる。 

プラスチックシンチレーションサーベイメータに関しては、カウントと室温の相関が弱く、カウントの減少量も少

なかった。このことから、プラスチックシンチレーションサーベイメータはGMサーベイメータと比較して温度変化の

影響を受けにくいと考えられる。 

変動係数に関してはいずれの測定器に関しても良好な値となり、室温との相関が見られなかったことから、温

度変化の影響によって各測定器の再現性は変化しないと考えられる。 

 

【まとめ】 

今回の実験によって、GMサーベイメータは、温度上昇に伴いカウントが減少する可能性が示唆された。特に、

使用の進んだGMサーベイメータでは影響が比較的大きい可能性があるため注意が必要となる場合がある。 

プラスチックシンチレーションサーベイメータに関しては、今回の実験では温度依存性は確認できなかった。 

今回の実験では、室温を10℃～40℃の間でしか変化させることができなかった。あらゆる測定環境を想定し、

より低温や高温での実験を行うことで、GMサーベイメータ、プラスチックシンチレーションサーベイメータの温度

特性を詳しく検討していく必要がある。 

また、今回は実験を通して、GMサーベイメータにおいて、温度上昇に伴いカウントが減少することが分かった

が、なぜそのような傾向がみられるのか原因は不明であるため、その原因についても究明を行っていく必要があ

る。 
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